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大学医療情報ネットワークを利用した薬剤情報の共同利用の検討
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はじめに

大学医療情報ネットワーク（UniversityMe-

dicalInformationNetwork：ＵＭＩＮ）は，国

立大学病院にそれぞれ設置されているコンピュー
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Fig.１．ＵＭＩＮの概念図

タを東京大学医学部附属病院を核として連結し，

医療I情報に関する相互協力の促進を目的として構

築されているｎ．ＵＭＩＮは東京大学病院に設置さ

れたセンターコンピュータ（ＨＩＴＡＣＨＩＭ６４０/３０

およびＩＢＭ9375/60）と各大学病院のコンピュ

ータとが学術情報ネットの専用回線を経由して通

信プロトコルＮ１方式によって接続されている．

また，パーソナルコンピュータと公衆回線を利用

した通信（パソコン通信）によってＤＤＸ－ＴＰ

(DigitalDataExchangeTelephonePacket） 

などを経由してＵＭＩＮとの接続が可能となって

いる（Fig.１)．

このネットワークには運用のための重要事項を

審議する運営委員会，および各専門分野ごとに作

業を行う小委員会が設けられ，システムの開発や

データの利用などに関して検討を行っている．薬

剤小委員会ではこのネットワークによる薬剤情報

の相互利用という点について検討を行ってきてお

り2)，現在では医薬品添付文書情報および厚生省

医薬品副作用`情報などの情報提供サービスが行わ

れている3)．

ＵＭＩＮから情報の提供を受けるだけでなく，

各大学において開発したプログラムあるいはデー

タをＵＭＩＮを介して共同利用できるシステムを

考えることも小委員会における活動の１つとして

重要である．薬剤小委員会においては注射薬混合

`情報についてデータの登録・検索システムの検討

屯行っている．そこで，注射薬混合情報システム

についての検討の一環として，輪液情報コンサル

テーションシステム(AdvancedDrugMixture

lnformation＆ConsultationSystem：AD-

MICS)4)をモデルとして用いて，ＵＭＩＮへのフ

ァイルの登録およびＵＭＩＮからのファイル転送

を試承，プログラムあるいはデータなどから成る

薬剤情報の共同利用の可能性についての検討を行

った．

なお，ＡＤＭICSをＵＭＩＮへ登録し大学病院

において共同利同することについては大塚製薬

のご好意により許可をいただいており，さらに

ＡＤＭICSの二次的著作物の使用に関する契約書

を取り交わしている．

１．ファイル転送のシミュレーション

島根医大病院薬剤部においてはパソコン通信に

よってＵＭＩＮと接続されている．このパソコン

通信によりＵＭＩＮの機能の１つである電子メー

ルを利用してファイル転送のシミュレーション

を行った．テストにはＣ言語（MS-CVer､4）で

作成されたPC-9801版を用いた．ＡＤＭICSの

実行ファイルの１つ（約８ＫＢ）を，ファイルを１

つにまとめたり圧縮することによりサイズを小さ

くするためのアーカイバとして高圧縮書庫管理プ

ログラムＬＨＡを用いて圧縮凍結した．さらに，

ＵＭＩＮにはバイナリファイルの転送機能がな

いために，バイナリーテキスト相互変換用ツール
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ＴａｂｌｅＬＡＤＭＩＣＳファイルの転送時間としてishfileconverterを用いてデータビッ

ト長７ビットのテキスト形式に変換した．ＵＭＩＮ

の電子メール機能には表示行数を制御する機能が

あるため，ＡＤＭICSの実行ファイルを圧縮・テ

キスト変換化した後，Ｃ言語により作成したプロ

グラムにより行末端を保護してアップロードし

た．

このようにしてＵＭＩＮのセンターコンピュー

タに登録されたテスト用ファイルを電子メールと

してパソコン通信によりダウンロードした．この

ファイルを行末端保護解除プログラムによって，

表示行数の制御文を除き，同時に行末端の保護を

解除し，ＬＨＡにより圧縮凍結されたファイルを

解凍し，ishfileconverterによりバイナリ形式

に変換した．このファイルをＡＤＭICSの元の実

行ファイルと入れ換え，作動の確認を行ったとこ

ろＡＤＭICSは正常に作動した．すなわち，バイ

ナリ形式のファイルでもＵＭＩＮから転送して利

用することが可能なことが確認された．

Ｚテスト運用

電子メールによるファイル転送のシミュレーシ

ョンの結果に基づいてＵＭＩＮのセンターコンピ

ュータにＡＤＭICSのすべてのファイルを登録し

テスト運用を行った．ファイルの転送を行った場

合に行末端に障害が起きないようにあらかじめフ

ァイルの行末端の保護処理を行った後，ＬＨＡお

よびishfileconverterを用いてファイルを

圧縮・テキスト形式とし，ファイルのすべてを

ＵＭＩＮのテスト運用システムへ登録した．ＵＭＩＮ

のテスト運用システムに登録されたＡＤＭICSの

ファイルを島根医大病院ではパソコン通信により

転送した．また，東京大学病院および金沢大学病

院では学術情報ネットの専用回線を経由し，それ

ぞれホストコンピュータとして富士通ＦＡＣＯＭ－

Ｍ７６０および日本電気ＡＣＯＳ６３０を使用したホス

ト間通信により，ファイルの転送を行った．

ＵＭＩＮのテスト運用システムに登録したＡＤ－

ＭＩＣＳのファイル（約530ＫＢ）をダウンロードす

るのに要した時間は，島根医科･大学におけるパソ

コン通信で約85分，金沢大学におけるホスト間通

信で約19分，東京大学でのホスト間通信で約12分

大学通信方法（機種）時間（分）

パソコン（ＦＭＲ７０－ＨＤ）

ホスト（FACOMM760）

ホスト（ＡＣＯＳ630）

島根医科大学

東京大学

金沢大学

５
２
９
 

８
１
１
 

(527ＫＢ） 

であった（Tableｌ)．ホスト間通信はパソコン通

信に比較して約４～７倍速いことが判明した．パ

ソコン通信あるいは日本電気および富士通のホス

トとＵＭＩＮのセンターコンピュータとのホスト

間通信において通信障害は生じなかった．島根医

科大学のパソコン通信によって転送したＡＤＭＩ－

ＣＳおよび東京大学のホスト間通信によって転送

したＡＤＭICSの行末端の保護を解除し，ＬＨＡ

およびishfileconverterを用いて実行用ファ

イルに復元したところ，それらのＡＤＭICSは

PC-9801で正常に作動した．しかし,金沢大学で

は端末がパソコン端末でないためにホストコンピ

ュータとパソコン間のファイルをオンラインで交

換することは不可能であった．そこで，ホストコ

ンピュータとパソコン間のファイル交換のソフト

として，日本語ファイル･コンバータＪＦ－ＴＲＡＮ⑰

（エージーテック）を使用した．これを用いてホ

ストコンピュータに転送されたファイルをＭＳ－

ＤＯＳ形式に変換したところ，PC-9801でＡＤ－

ＭＩＣＳは正常に作動した．

３．システムの共通化

各大学の異なった機種のパソコンで相互に利用

するシステムをＵＭＩＮによって提供するために

は，できるだけ互換性の高いシステムを開発する

必要がある．ＵＭＩＮのテスト運用システムへ登

録したＡＤＭICSのシステムは，ＭＳ－Ｃ（Ver､４）

を用いてPC-9801用に開発されたシステムであ

り，他の機種のパソコンでは使用できない．これ

は，ＡＤＭＩＣＳのシステムで用いられているグラ

フィック機能あるいは外字などが他の機種のパソ

コンでは使用できないためである．そこで，各大

学においてオーダリングシステムの端末機とし

て比較的多く用いられている富士通のパソコン

ＦＭＲでも使用できるように，システムの共通化
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A）ＰＣ９８０１用システムファイル

ｃｏＭＭＡＮＤ・ＣＯＭ，ＡＴＯＫ6Ａ､ＳＹＳ，ＡＴｏＫ６Ｂ・ＳＹＳ，ｐＲＩＮｒ・ｓＹｓ

Ｂ）ＦＭＲ用システムファイル

ＣＯＭＭＡＮＤ,ＣＯＭ，ＯＡＫＯ・ＳＹＳ，ＯＡＫＬＳＹＳ，ＧＤＳ､ＳＹＳ，ＧＤＳＨＸ・ＳＹＳ，ＳＣＨＣＯＰＹ・ＳＹＳ，ＣＴＬ.ＳＹＳ

Ｃ）PC-9801およびＦＭＲ各々に専用のファイル

ADMICSBAT，YURKLEXE，CONFIG・SYS，ＣＡＬＣ１，IVH・PIC，CALCl・FRM，CALC2,CALC2､FRM，CALC3，CALC3・ＦＲＭ，
Ｓｕｃ、.ＨLP,ＣＡＬＣ.ＨLP,ＫＩＮＰＵＴ.ＨLP,ＫＩＨＯＮ.ＨLP,ＫｏＮｃＨｕ.ＨLP,ＫＥＩｓＡＮ.ＨＬＰ,ＡＤＭＩｃＳＨＬｐ,ＬＯＡＤ､ＨＬｐ,ASsIT・ＨＬｐ，
HAIGo.ＨLP,ｓＨｏＨＩＮ.ＨLP,INDEXHLP,YosoKUHLBoHrEST.ＨLP,SAVE.ＨLP,SHoHO・HLp,YuTORo・HLp，AsSIsT・ＩＮＣ，
ASSIST・PIC，ＫＩＨＯＮ・INP，ＳＵＣＵＣＨ」ＮＰ，ＨＡＩＧＯｌＮＰ

D）PC-9801およびＦＭＲに共通のファイル

MASTER・ＭＧＲ，ＡＵＴＯＥＸＥＣ・ＢＡＴ，HELVB.ＦＯＮ，ＣＡＬＣＤＯＣ，ＩＶＨ・FRM，ＨＥＮＫＡＣＤ.ＨLP，ＤＡＩＢＵＮＨＬＰ，HELP・ＤＯＣ，
HoJo・HLp，PRINT.ＨLP，YuEKIcDHLP，USER,HLP，BuNMEN.ＨLP，YAKKo.ＨLP，cAuTcD.ＨLP，YoKIcD・HLp，
ＡＢＵＮ.ＨLP，ＹＵＥＫＬＨＬＰ,ＲＩＫＫＡＣＤ.ＨＬＰ，ＣＯＬＯＲＣＤ.ＨLP，ＳＹＯＫＥＮ.ＨLP，ＳＥＮＴＡＫＵ.ＨLP，ＹＵＥＫＬＭＮＵ,ＨＡＩＧＯ・ＭＮＵ，
ＨＯＪＹＯ・ＭＮＵ,ＫＥＩＳＡＮ､ＭＮＵ，ＭＡＩＮ・ＭＮＵ，ＭＥＮＵ・ＤＯＣ,ＰＲＴ・ＭＮＵ,ＹＡＫＫＯＵ､ＭＮＵ，ＩＮＰＵＴ・ＤＯＣ，ＹＵＥＫＬＭＴＲ，
ＰＨＳＮ､ＣＮＴ，ＢＵＮＫＥＮ,ＭＴＲ，ＲＩＫＫＡ､ＭＴＲ，ＢＯＩＴＬＥＰＴＮ，ＴＩＬＥ､ＰＴＮ，ＢＯＩＴＬＥＭＴＲ,ＹＯＳＩＫＵ・ＭＳＧ,ＥＭＲＭＳＧ・ＭＳＧ，
ＨＡＩＧｏ､ＰＲＴ,ＴＩＭＥＡＬｃＮＴ，ＰＨＡＬ､ＣＮＴ，ＴＩＭＥ･ＣＮＴ,ＭＡＳＴＥＲ・ＤＯＣ,ＨＥＮＫＡ・ＭＴＲ，ＣＯＬＯＲ・ＭＴＲ，ｃＡｕｒｌｏＮ・ＭＴＲ，
ＣＨＡＮＧＥ,ＭＴＲ，ＴＩＭＥＳＮ・ＣＮＴ,ＴＲＥＡＴ・ＭＴＲ，ＹＡＫＫＯＵ､ＭＴＲ,ＹＡＫＳＵＢ・ＭＴＲ,ＤＡＴＡＥＭＧＲ，ＤＡＴＡＥＤＥＦ，
ＫＵＳＵＲＬＤＡＴ,ＫＩＨＯＮDAT,ＨＡＩＧＯ･DAT，ＹＵＥＫＬＩＤＸ，ＹＡＫＫＯＵ・ＩＤＸ，ＳＨＯＨＩＮ,IＤＸ

Fig.２．PC-9801およびＦＭＲ用ＡＤＭICSのファイルの共通性

を行った．

データ部分をのぞいて，プログラム中でグラフ

ィック機能を制御することが可能な言語（MS-C

Ver､6）を使用し，PC-9801用のシステムを作

成した．この新しく作成したPC-9801用のＡＤ－

ＭＩＣＳにおいては，全ファイルのうちPC-9801

およびＦＭＲの両機種において共通して使用でき

るファイルの容量は，全体のファイルの容量の約

７割である．それ以外は，使用する辞書および画

面の枠を表示する文字コードなど，ＭＳ－ＤＯＳの

システムとしてＦＭＲと共通性のないファイルが

ある．また，PC-9801のグラフィック機能は

ＦＭＲとの仕様が大きく異なり共通性がない．さ

らに，ファンクションキーの機能など両機種のハ

ード面の差異のため共通にすることができないフ

ァイルもある．

このようなファイルは，内容を一部変更したり

あるいは内容をすべて新しく書き直すことによっ

て，ＦＭＲ用のファイルとした(Fig.2)．さらに，

PC-9801およびＦＭＲに共通して利用できるフ

ァイル部分とそれぞれの機種に専用の部分とを組

糸合わせ，PC-9801およびＦＭＲシリーズ専用フ

ァイルに分けてデータファイルとともにＵＭＩＮ

へ登録した（Fig.3１

＊輸液情報コンサルテーションシステム（ADMIcs）

１.ＡＤＭｌＣＤＡＴバッチファイル、共通ファイル
２.DATAISHデータファイル

３.PC-AnlSHPC-9801シリーズ専用ファイル
４.ＦＭ－ＡＤｊＩＳＨＦＭＲシリーズ専用ファイル

＊ファイルの通信ツール

５.XISH10qDATツール作成用初期ファイル
６．ISH111EISHツール作成用中間ファイル

７．ISH203JSHバイナリーテキスト変換ツール

＆LHA､ISHファイルの凍結・圧縮用ツール

Ｅ､終了

Fig.３．ＡＤＭICSおよび通信ツールの転送画面

４．通信ツール

バイナリファイルの転送機能がないＵＭＩＮに

ＡＤＭICSのファイルを登録する際に，アーカイ

バとしてＬＨＡおよびバイナリーテキスト相互変

換用ツールとしてishfileconverterを使用し

た．ＵＭＩＮから転送したＡＤＭICSのファイルは

これらのツールを用いて実行用ファイルに復元す

る必要がある．これらの通信ツールは，NIFTY-

Serve，ＡＳＣＩＩＮＥＴ，ＰＣ－ＶＡＮなどのパソコ

ンネットワークでバイナリファイルの通信プロト

コルB-plusあるいはＸ－ＭＯＤＥＭを用いるこ

とにより，フリーソフトウェアとして入手可能で

ある．しかし，すべての大学病院においてパソコ

ン通信が行われているわけではない.したがって，

ＵＭＩＮからファイルを転送する際に，これらの
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Ｉ 

ＤＥＢＵＧＥＸＥ 

Fig.４．通信ツールの復元法

dＬＤＭ－ＢＡＴＡＤ 

Fig.５．ＡＤＭICSの復元法

(ＸＩＳＨＤＡＴ）とバッチファイル（ＩＳＨＢＡＴ）

に分ける．次に，ＸＩＳＨＤＡＴをシンボリックデ

バッガーで処理し活性型のＸＩＳＨＣＯＭファイ

ルにする．ＩＳＨＢＡＴを起動することにより自

動的にＸＩＳＨ・ＣＯＭを介してＬＨＡ・ISHおよび

ISH111E・ISHとISH2031SHからそれぞれの

実行用ファイルであるＬＨＡ・ＥＸＥとISH203・

ＥＸＥが作成される（Fig.4)．これらの通信ツー

ルは，転送した後，約５分程度で復元することが

可能である．

５．システムの復元

ＵＭＩＮから転送したＡＤＭICSのシステムを

ツールも同時に転送することができれば最も都合

がよい．しかし，バイナリファイルの通信が不可

能なＵＭＩＮにおいて，バイナリファイルである
ＬＨＡおよびishfileconverterを転送するこ

とは，理論的に矛盾している．そこで，パソコン

通信の初期に行われた方法を参考に，ＵＭＩＮに

おける通信ツールの転送法を検討した．

ＬＨＡおよびishfileconverterをＡＤＭＩＣＳ

と同時にＵＭＩＮに登録した．ＵＭＩＮからこれら

のファイルを転送し，復元操作の説明文を含む元

ファイル（ＸＩＳＨ１００ＤＡＴ）をエディターを用い

アセンブラー言語で記述された不活性型ファイル

ＬＨＡ､ISH ， ISH111E・ISH， 
ISH203・ISHXISH100,ＤＡＴ 

ＵＭＩＮ 

Ｓ 

FLLi1J 
PC-AD・ISH(FM-AD・ISH） ， 

ＤＡＴＡ・IＳＨＡＤＭＩＣＤＡＴ 

ＵＭＩＮ 

Ａ 

モー、子…
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利用するには，ファイルを提供する前の状態に復

元し，各ファイルをその作動環境に設定する必要

がある．そこで，バッチファイルを作成し，自動

的にシステムを復元する機能をＡＤＭICSのファ

イルに追加した．ＵＭＩＮからＡＤＭICSのファ

イルを転送し，そのなかのＡＤＭＩＣＤＡＴをエ

ディターでバッチファイルであるＡＤＭＢＡＴと

PC-9801およびＦＭＲの両機種に共通のファイ

ル（データ除く）で構成されているＡＤＭ・ISH

に分ける．次に，バッチファイルＡＤＭＢＡＴを

起動させると前述の通信ツールＬＨＡＥＸＥおよ

びISH203EXEによって，PC-9801専用のＰＣ－

ＡＤＩＳＨあるいはＦＭＲ専用のＦＭ－ＡＤ・ISH，

両機種共通のＡＤＭ・ISHおよびデータＤＡＴＡ，

ISHが実行用ファイルに変換され，さらに必要な

ディレクトリが作成された後，ファイルがそれぞ

れ必要なディレクトリに格納ざれ作動する環境に

設定される（Fig.５)．この作業は自動的に行わ

れ，システムを復元するのに要する時間は約13分

程度である．

terを用いてアスキーのJIS７コードに変換して

通信を行った．これにより，文字化けなどの通信

障害を全く生ずることなくファイルの転送を行

うことができた．また，これらの通信ツールも

ＵＭＩＮから転送し利用することも可能になった．

各大学で使用しているパソコンはすべて同一で

あるとは限らず，異なった機種のパソコンでも利

用可能なシステムを提供することが必要である．

そのためには，できるだけ互換性の高いシステム

を開発すると同時に，異なった機種のパソコンで

も共通して利用できるファイル部分とそれぞれの

機種に専用のファイル部分とを分けて提供するこ

とが重要となる．これにより，利用者が使用する

パソコンの機種に対応して必要なファイルを効率

的に利用することが可能であり，また，提供者側

もシステムやデータのメンテナンスを効率的に行

うことが可能となる．また，提供するシステムに

そのシステムを再構築するためのバッチファイル

を添付することにより，専門的な知識が無くても

有用なデータベースの利用が可能となり，提供さ

れたシステムを多くの施設で復元して利用する際

に重要である．

今回の検討により，１)ファイルの登録および転

送には通信ツールを用いる，２)異機種のパソコン

でも利用できるように互換性の高いシステムを開

発する，３)専門的な知識が無くてもシステムが利

用できるようにバッチファイルを作成する，など

の工夫により薬剤情報のシステムあるいはデータ

をＵＭＩＮを介して相互に利用しうることが明ら

かとなった．島根医大病院ではＡＤＭICSをオー

ダリングシステムの端末へ移植することをすでに

試ゑている⑪．薬物療法において輸液および注射

剤の利用頻度は高くなり，それらが併用される場

合が多い現在多くの大学病院で稼働しているオ

ーダリングシステムの端末にＡＤＭICSを移植す

ることにより，薬剤|fllliからの配合変化情報など

の提供あるいは病棟をはじめとする診療部門で

ＡＤＭICSの機能が活かされれば，より適切な薬

物療法を行う上で役立つものと考えられる．

現在，薬剤小委員会ではし'二１毒情報，薬品識別情

報，Fill作用'情報および治験用薬剤､情報についての

おわりに

現在では，全国の国立大学病院においてオーダ

リングシステムが取り入れられるようになり，オ

ーダリングシステムをサポートするための薬剤情

報に関するシステムの必要性が増している．この

ような点から，薬剤情報に関するシステムあるい

はデータベースの開発について相互に協力するこ

とは，より良い医療の向上につながるものと考

えられる．そこで，ＡＤＭＩＣＳをモデルとして，

ＵＭＩＮによる薬剤,情報の共同利用の方法につい

て検討した．

ＵＭＩＮは，東京大学病院のセンターコンピュ

ータに各大学の異なった機種のホストコンピュー

タを接続している点およびバイナリファイルのプ

ロトコルを有しない点など現状のパソコン通信の

ネットワークなどとは異なったネットワークを形

成している．これまで，ＵＭＩＮのホスト間通信

においては漢字の文字化けが報告されている5)．

今回，漢字データおよびバイナリデータを，ＬＨＡ

を用いてファイルを圧縮した後ishfileconver-
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